
こ
の
度
、
新
成
人
と
な
り
、
こ

の
20
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

幼
い
頃
に
楽
し
く
遊
ん
だ
記
憶
が

鮮
や
か
に
蘇
り
ま
す
。
南
丹
市
に

な
っ
て
も
子
ど
も
達
が
元
気
に
駆

け
回
れ
る
よ
う
な
安
全
で
、
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
都
市
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
紹
介：

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ

た
園
部
町
成
人
式
で
は
、
成
人
式

実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

企
画
運
営
に
活
躍
。
現
在
は
学
生
。）

私
は
、
住
民
の
想
い
が
現
実
の

政
策
に
十
分
反
映
さ
れ
る
政
治
を

何
よ
り
望
み
ま
す
。

南
丹
市
は
、
私
た
ち
が
幸
せ
な
生

活
を
送
っ
て
い
く
た
め
の
舞
台
で

す
。
そ
の
舞
台
が
、
日
本
で
一
番
民

主
的
で
、
心
温
か
い
所
と
な
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
も

そ
の
舞
台
の
主
人
公
の
一
人
と
し
て

「
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
紹
介：

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、

そ
の
活
動
の
な
か
で
、
ま
ち
づ
く

り
、
子
育
て
を
考
え
る
努
力
家
。

去
年
の
八
木
町
花
火
大
会
で
は
、

友
人
と
舞
台
で
ダ
ン
ス
を
披
露
。）

新
し
い
市
民
の
交
流
を
深
め
、

一
人
ひ
と
り
が
食
物
に
つ
い
て
安

心
安
全
を
基
本
に
、
地
産
地
消
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

観
光
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る

と
と
も
に
、
特
産
物
の
商
品
化
や

農
業
後
継
者
が
育
つ
支
援
を
行
政

と
一
緒
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
紹
介：

道
の
駅
「
京
都
新
光
悦

村
」
の
駅
長
、
園
部
町
農
業
公
社

の
事
務
局
長
と
し
て
、
地
域
や
農

業
の
振
興
に
積
極
的
な
活
動
を
展

開
中
。）

自
然
に
恵
ま
れ
た
四
町
の
特
色

を
生
か
し
、
観
光
事
業
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
ま
す
ま
す
発
展
し
、

ま
た
、
工
業
面
で
も
各
町
均
衡
に
、

か
つ
総
括
的
に
発
展
し
、
市
民
生

活
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

（
紹
介：

建
設
業
を
営
む
か
た
わ

ら
、
観
光
協
会
理
事
と
し
て
八
木

町
の
観
光
資
源
を
開
発
。
穏
や
か

な
人
柄
で
、
何
で
も
全
力
投
球
が

モ
ッ
ト
ー
。）
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『子ども達が
すくすく

育つ市に』
南丹市園部町大西
にし むら る み

西 村　留 美さん

『住民の想いが
十分反映される

政治を』
南丹市八木町八木
さ さ え えい こ

佐々江　栄 子さん

『市民と行政で
取り組みを』

南丹市園部町埴生
さ さ たに よし み

佐々谷　吉 美さん

『いよいよ新市
「南丹市」が
発足しました』

南丹市八木町八木嶋
ひろ せ きよし

廣 瀬　 清さん


